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presses vanous mean則1ingsdepend心ingon contexts. Thi目spaper beg伊insby classiばfyingthe mean. 
ings as closely as possible. Through the classifica抗tl叩onwe can f臼mc【dout the core meaning of the 
suffix which is shared by its multiple meanings. (-sarめgathersthem around the core as a 
motivati昭 elementand constructs a semantic network. Our conclus川 1is that the form of ( 
san4) corresponds to the network. As many cognitive linguists， such as Lakoff and Johnson 
(1980)， Lakoff (1987) and Langacker (1987，1991)， have claimed， one form corresponds to one 
semantic network， but not one meaning. The network consists of a central meaning or a pro. 
totype， less central meanings or nonprototypes and a moti、ratingelement of their connection 










( 1) a. 1 took her arm and led her to a chair 
(= get hold of something with one or both hands) 
b. Wi1l you take me to your father ? 
(= move or guide someone / something from one place to another) 
c. Our army has takeη1000 prison巴rs.
(= get someone by force) 
d. This machine takes 10p coins. 
(= use) 





とを、 (1c) は f(力づくで誰かを)捕らえる」ことを、(1d) は f(何かを)
用いる」ことを、(1e) は f(忠告などを)受け入れる」ことを意味する。
反対に、複数の形式が 1つの意味を共有する倒も存在する。
( 2) a. He died (of cancer / for his country). 
b. He passed away (peac巴fully)
c. He kicked the bucket (in a ridiculous way). 
d. He w品skilled (in a traffic accident). 
(2 a)の (die)はもっとも一般的に用いられる形、 (2b)の (passaway) 
は椀曲的な表現、 (2c) の (kickthe bucket) は滑稽さを含意する俗語っぽい











Poppe (1951)はく-san4) の意味を「完成/実現した行為(vollzogene 
Handlung) J、「完結/終了した行為 (abgeschlosseneHandlung) J であると述べ
ている。これにほぼ準じた説明は、 Sanzheyev(1973)、Luvsanjavet al (1976)、
Vietz巴 (1978)、小沢 (1986)等でも施されており、完了のアスペクト接尾辞
であると定義することができる。
(-san4) は、形態上は、動詞を名詞化し、 Binnick (1979)では「動名詞」
接尾辞、 Luvsanjavet al (1976)では「時制名調」接尾辞と呼ばれている O 動
詞語幹がこの接尾辞をとると、純粋な名詞とまったく同じ活用をする。
(3 ) 
a. sar (月) b. av一(とる)十一 san
主 干告 sar avsan 
属 格 sanyn avsmy 
与位格 sard avsand 
士す 格 sanyg avsmyg 
奪 +各 saraas avsnaas 
具 格 saraar avsnaar 
共同格 sartay avsantay 







現の位置も並行している。 Binnick (1979) も指摘しているように、(-sanち
に導かれる動名詞句は、名詞句の現れ得る場所ならどこにでも現れることがで
きる O もっと具体的に言うと、主語、目的語、後置詞の目的語、述語、修飾語、






























e. g. 1 had seen John. 
ET RT ST 
b. 過去時(Past):
| しー e. g. 1 saw John. 
ET，RT ST 
c. 現在完了(PresentPerfect): 
e.g. 1 have seen John. 
ET RT，ST 
ι 現在時(Present):
e. g. 1 see John. 
ET，RT，ST 
e. 未来時(Future):





L e.g. 1 shall have seen John. 
ST BT RT 
大 ET (Event Time) :事態の時間
RT (Reference Time) 指示の時間













する。 Comrie (1976)、Binnick (1991)、Smith (1991) などによれば、次の
2つの視点とそれに関連したアスペクトの存在が認められている。
( 5) a.始発点 (aninitial point) と終端点 (afinal point) を含む事態全体に
焦点を当てる場合、完了的アスペクト (perfectiveaspect) をもっと




場合、未完了的アスペクト (imperfectiveaspect) をもっという O
。聞いた視点 (anopen viewpoint) 
英語の丈から典型的な例文を記す。
( 6) a. 1 have walked (before). 









(7 a) の時間の先行性だけでは、 (4a. b. c) に見るように、完了的アス









( 8) a. Dorjiyg untaxad 12 tsagaas 5 minut ongorch bayjee. 




b. Dorjiyg untaxad 12 tsagaas 5 minut ongorson bayjee. 
過ぎるー [完]
(ドルジが寝た時には、 12時を 5分過ぎてしまっていました。)
(9) a. Namayg xarixad duu xooloo idej baylaa. 
私一[対]帰るー[時]弟 食事ー [再] 食べるー[連]いるー[過]
(私が帰宅した時、弟は食事をしていました。)
b. Namayg xarixad duu xooloo idsen baylaa. 
食べるー [完]
(私が帰宅した時には、弟は食事をしてしまっていました。)



















(ll) a. Tanay suux sandal deer xuuxduud nom 




b.“Ulaanbaatar xotod 。lon uyldver surguuli 
ウランパートル市[与位]たくさんの 工場 学校
baydag" gej ene nomd bichsen bavna. 
ある一[習] 日IJ この 本一[与位]書く←[完]いる[現]
(fウランパートル市には、たくさんの工場や学校がある」とこの本に
書いであります。)
(1la) の「本を置く J 行為は、過去のある時点でなされてしまっており、







(13) a. Bi talllyg duuj bavsan. 




b. Taniy aldar sayxan neriy tani nom xevlelees 











ETo ET1 町2 ETn RT，ST 
否定の領域でく-san4) の完了性が顕著に現れる場合がある。
(15) a. Bagsh nadad nom ogooguy devter ogson 
先生私一[与位]本与える一[未完]ー[否]ノート与える一[完]
(先生は私に本はくれませんが、ノートはくれました。)
b. A: Ta ene nomiyg unshsan uu? 
あなた一[主]この本ー[対] 読む一[完] [疑]
(あなたはこの本をお読みになりましたか。)
B: Bi ene nomiyg unshix 111 baytugay， 
私自[主] 読むー [非過] [3所]ないばかりか







形(-aa 1) と完了形(-san1) とがそれに A役買っている o (15b) は質問と






















用いられるが、指定助詞の (yum) を後続させることもある o (yum) は談話
の中で特有の役割を演ずる要素であるが、詳細な点に関する研究は、いまだ発
表されていないように思われる o Street (1962: 160) は、「不変化詞 (yum)
は、基本的には、話者の個人的な関与 (personalinvolvement of the speaker) 
を示すように思われる O 陳述文の中で (yum) は、しばしば、話者の側での確
信 (certainty) Wー のことは事実である(it'sa fact that -) ~を示す。」と説明
している。また、小沢、他(1983: 602) では、「名詞・動詞(形動詞形)の後
におかれ、それを指定する。」と解説し、日本語の「である、で、す」に対応す
る訳を与えている(併せて、小沢(1978: 91)参照のこと)0 3) 
さて、(-s組合が (yum) の前にたつと、完了的な意味を帯びる場合と過
去時の意味を帯びる場合の二通りの場合が観察される O
(17) a. Bi taniltssan gej xezeeniy bodood 




b. Manay orond xodoo aj axuyg negdeljuulex 
私たち一[属] 国一[与位] 農牧業[対] 統一する一[使]一[非過]




(l7a) の (xezeeniy) や(17b) の(1959oniy etsseer) が時間の幅を明示
することで、(-san4) の完了性が強調されている。




bayxdaa mongol xel sayn sursan yum. 
いるー [時]ー [再] モンゴル語 十分に学ぶ[完] [指]
(私はモンゴル国立大学で(他の学生たちと一緒に)勉強している時に、
モンゴル語を十分に学んだのです。)
b. Ta xezee lrsen yum? 
あなたー[主]いつ 来るー [完] [指]
(あなたはいつ来たのですか。)








町 尻町 BT，RT ST 
ある種の接続詞に先行する(-san4)が、揺れを見せる場合がある。
(20) a. Gevch tsag ert baysan uchir xun chi 
けれども 時間 早いあるー[完]ので誰 も
lreeguy teatr chi ongoygooguy. 
来る-[未完]ー [否] 映画館 も 聞く一[未完]ー [否]
(けれども、時間が早かったので、誰も来ていないし、映画館も開い
ていません。)
b. Aav irsen chi eJ lreeguy. 




(20a) は理由の接続詞 (uchir) を、 (20b) は逆接の接続詞 (chi) をそれ
ぞれ含む丈である。後半節に未完 f形(-aaちを置くことで、(-san4) の
完了性が際立たせられている O
(21) a. Ted ochigdor oroy kontsert uzexeer 
かれら[主] 昨日 晩 コンサート見る一[非過]一[具]
yavsan uchir geriyn daalgavraa dutuu X1yjee. 
行く一[完]ので 宿題一[再] 不十分な する[過]
(彼らは昨晩コンサートを見にでかけたので、宿題はできませんでし
た。)








(2la) は理由の接続詞 (uchir) を、 (21b) は逆接の接続詞 (bolovch) を
含んでいる。これらの丈は、形式の上から見れば、各々、 (20a) と (20b) と
に対応している O けれども、 san4) の守備範聞に当たる前半節に過去時指
示の (ochigdor)があることにより、この接尾辞の過去性が確認されるのであ
る。




ET RT，ST ET，RT ST 
モンゴル語には、英語の (who(m)， which， that) のように、関係詞節を形
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成する標識がない。その代わりに、動名詞形接尾辞(-x， -aa4， -dag4， 
-san4)が他の名詞句を修飾するという機能を担っている (Binnick(1979 : 84) 
参照)。小沢 (1978: 65) のように、名詞類を修飾することがこれらの接尾辞
の本来の機能であるという立場をとり、「形動詞(形容詞的な職能をもった動
調の一変形(小沢(1986: 92)参照)J と呼ぶ研究者もいる o それ程までに、名詞
句の修飾表現として働く例が数多く見出されるのである。ここでは、(-san4) 
に限って観察する。
(23) a. Suxbaatar 1919 onoos exlen niyslel Xureend baysan 
スフパートル 年ー[奪]以来首都 フレー [ー与位]ある一[完]




b.Ongors凸n tavin jild manay ard tumniy aj amidral 





c. Yer ni deer uyees undesniy muzeydee 
一般にずっと以前ー[奪]民族一[属] 博物館ー [与位]ー [再]
xovor somn uzmer belegleseer lrsen xun 
稀な 興味深い展示物 準備する一[継] 来るー [完] 人







続を合意している o (23a) の行為の起点を表す (1919onoos exlen) は、直接
には述語動詞 (ajillajee) にかかるが、働く場所も働く行為に伴って、少なく
とも1919年から指示の時間まで継続して存在していたと解釈できる O




このように、 (23) の(-san4) は、事態の時間が指示の時間と関連性をも
ち、時間的な広がりを展開するので、完了表示であると規定することができる。
(24) a. Ulaanbaatar xot bolon oron nutgiyn busees shalgarsan 
ウランパートル市 と 地方-[属] 地域[属] 選ぶ一[完]
120 garuy box ulsiyn avarglyn toloo uran mex， 
以上力士全国一[属]チャンピオンー[属]ために巧みな 技





b.Ochigdor irsen xun 日nd suuJ bavna. 
昨B 来る一[完]人 ここに住む一[連]いる一[現]
(昨日来た人は、ここに住んでいます。)
c. Ooriynxoo bolon aav，巴ej，ax， egch， duu nariynxaa 
自分一[属]-[再]と 父母兄 姉弟、妹たち一[属]一[再]










































式の変異形である。 (25b) は、指示の時間に起こる事態 ETzが加わっただけの
現在完了 (4c) の変異形である O 一方、 (25c) は、指示の時間と一致する
ETzが参与しただけの (4b) の過去形の変異形とみなすことができるだろう O
モンゴル語では、過去時の否定形は、一般に、<-san4) に否定形小辞(-
guy) を付けて形成される。 Poppe 0951: 82) は、この形が過去形の(-v) 




(26) Teregch Luvsan 50 garuy naslaxdaa tlvm tom 








(26) のように文脈が整えさえすれば(-san4) の百定形は完 f表示を担
い得るのだけれど、数の上で、は過去表示の否定の意味の方が圧倒的に多い。
(27) a. Batbayar gerees garaxdaa uudee xaasanguy. 
パトパヤル家[奪]出る[時]-[再]ドア[再] 閉める[完]-[否]
(パトパヤルは家を出る時に、ドアを閉めませんでした。)
b. Bid Bativn gerees garaad naash 111 
私たち[主]パト[属] 家一[奪] 出るー[分]こちらへ [ 3所]
yavsangu}¥ tsaash ni vavlaa. 








(naash ni) と (tsaashni)、(yavsanguy) と (yavlaa) が対立関係を形の上か
ら支えている。この関係にあって、(-san4) は過去表示 (yavlaa) を否定す
る働きをしていると解釈できるのである c
(28) a. Bi gertee xarimaar baylaa. Bagsh zovshoorsonguy 
私[主] 家一[与位]一[再]帰る[願]いる[過]先生 同意する一[完J-[百]
(私は自分の家に帰りたかった。先生は(それに)同意しませんでした。)
b. Bid xoyor onoodor nomiyn delguurt ochloo. Gevch nom 











(29) a. uzex(26) 
一一一一歩
ET RT ST 

























laa4)、〈一 jee/ -chee)、(-v) が存在する O このうち(-v) は、疑問丈以
外では口語であまり使用されず、代わりに、(-san4) が過去形接尾辞として
頻用されていることが、 Poppe (1970)、Vietze (1978)などで指摘されている。
そこで、(-san4) の過去形用法の実例を見ながら、事実確認をしていくこと
にしよう。
(31) a. Ochigdor bi nom unshlaa / unshiv / unshsan. 
??? 私[主] 本 読むイ過] -[過] [完]
(昨日私は本を読みました。)
b. Mongol ardiyn xuvisgal 1921 ond yalsan. 
モンゴル人々一[属] 革命 年一[与位]勝つ一[完]
(モンゴル人民革命は1921年に勝利をおさめました。)
(3la) では過去時を特定する (ochigdor) があり、しかも、意味を変えず
に3つの接尾辞を交替させることができる o (31b) には副詞句(1921ond)が
現れていて、出来事の過去時における特定化を行う。
(32) a. Taniyg toroxod eej tani xeden nastay 












(33) a. Tsetseg boroo orson gej xellee. 
ツェツェグ 雨 降るー [完] [ヲ1] 言う[過]
(ツェツェグは雨が降ったと言いました。)
a¥Tsetseg boroo orno gej xellee. 
降る一[現]
(ツェツェグは雨が降ると言いました。)
b. Turuu neg xeseg ajil tum lX baysan， 
ちょっと前 一部分 仕事非常にたくさんあるー[完]
oyrdoo ovoo gayguy shig bayna. 
最近 悪くない大丈夫だ の様にいるー[現]
(ちょっと前まで大変忙しかったのですが、最近はまあまあです。)
(33a) は間接話法の文で、引用節内に<-san4) が登場している O
(33a')でわかるように、モンゴル語には英語の主節動調により引き起こされ
る時制の移行現象 (tenseshift) はない。引用節の時制は主節の時制から独立
しており、過去時の出来事を表している o (33b) は過去時と現在時との対比
を際立たせる文である o コンマの前が過去時の事態を、後が現在時の事態を記
述していて、副詞句の (turuu) と (oyrdoo)が対比関係を補強している。
(34) a. A: Tegeed bilet avav uu? 
その後切符買うー[過] [疑]
(その後切符を買いましたか。)
B : Avsan. Xarin nogoodriyn bilet avlaa 
買う一[完]しかし明後日-[属] 買う一[過]
(買いました。でも、明後日の切符をかいました。)
b. M. Gorikyin zoxyool {Ex} gedeg roma町 ig unshlaa. 
ゴーリキ一一[属] 作品 母 言う一[習]長編小説一[対]読む一[過]
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(34a) は対話である。 Aは過去形の(-v) で尋ね、 Bは同じ動詞に完了
形(-san4) を付けて答えている。しかも、補足的な説明の丈では、同じ動
詞に過去形の〈一 laa4) を用いている O この 3つの形は、一連の過去時の出来
事を述べており、意味上の相違はない。 (34b) は2つの文で構成された談話
である。話者の読書体験を語っているが、 2つの丈は内容的に等位関係にあり、









b. Bagsh taniy shalgaltaa sayn ogsmyg 




c. Mongoliyn ard tumniy amidral xuvisgalaas omno 
モンゴルー[属] 人々 [ー属] 生活 革命ー [奪] 前に













目的語節と形の上で似ている構文に与位格節がある O これは(-san4) に
与位格形接尾辞が付いて形成される C




(はじめまして、どうぞよろしく o lit. (あなたとお知り合いになれて、
とてもうれしいです。)) 
b. Uulzaltad oroltsogchdiyn omnoos K. Gros ivnxuu 
会見[与位] 参加者一[グ]-[属] に対して このように









感情の生じる前提になっている o (36b) は与位格節の事態と主節の事態とが
同時であるが、共に過去時の軸上に位置を占めている O




(37) a. Mana}ア uudiyg neg xun togshiv. Uudee neesen 
私たち一[属]ドアー[対] 1 人 叩くー[過]ドア 聞ける一[完]
ni， noxor Baatar bayv 
[ 3所] 友人 いる一[過]
(私たちの(部屋の)ドアを誰かがノックしました O ドアを聞けると、
友人のパータルがいました。)
b. Gertee xanJ lrsen lll， manay uuden 
家一[与位]一[再] 帰る一[連] 米る一[完] [3所] 私たち[属] ドア
deer ulaan torgon alchuurtay busguy zogsoj 

























(38) < -san4) の意味の移行過程


































b.Eejiyg ajildaa yavsan bol bi geree tseverlene. 
行く一[完][条]
(母が仕事に行ったなら、私は家を掃除します。)
(40) は、条件丈である o aとbの形式上の違いは、条件形が直接動詞語幹
に付加されたか、<-san1) を介して間接的に接続しているかである。意味上






(41) a. Bi yaasan chi yavaxgOy 
私[主]どうする[完]しても 行くー [非過]-[否]
(わたしはどうあってもIit.(何をしたとしても)行きません。)
b. Bi uxsen chi yasly 111 andaxgOy. 
私[主]死ぬ[完]しても 骨[対] [3所] 間違う[非過]一[否]
( (死んでも骨を間違わないの意で)私は彼を大変よく知っています。)
lit. (私は死んだとしても、彼の骨を間違いません。)
(41) は譲歩節を含む丈である O 前半節では、現実世界では実際にあり得な
いがあり得るような可能世界を想定して、その中で起こった事態を、後半節で
否定するのである O
(42) a. Chi ene nomiyg namayg unshasaniy daraa 




b. Namayg yavsnaas xovsh geree ts巴verleerey
私一[対] 行く一[完]一[奪] 後で 家[再] 掃除する一[願]
(私が出た後で家を掃除してください。)

























ることを見た O ところが、時間的先行性を合意しない例が見いだされる O
(44) a. Gete! xaragdaxguy yum bo! bayxguy 
しかし 見る-[受]ー [非過]-[否] 物[主題] ある[非過]-[否]





b. Ta oonyn medex 。ngo，xelber， 
あなたー [主] 自分一[属] 知っているー[非過] 色 形
durs zaasan nere巴 tuuj bich. 











の中で一般に知られている事柄である。(例えば、英語の前置詞 (at，in， for， 
before， after)などが、時間表示にも空間表示にも用いられるという事実がある。)









ることができょう。被修飾句の表す E2を碁点に、修飾句の表す Elが E2より前
に位置づけられるのである。
3. 1. 3.比較構文
(-san4) は比較構丈で現れる O 比較要素と被比較要素が動詞である場合、
動詞語幹に(-sanちが付き、被比較要素は奪格形をとり、比較要素は 3人
称所有形を従える。
(46) a. Us uusnaas tsay uusan ni deer 
水 飲む[完]-[奪] 茶 水一[完 [3所]よりよい
(;)えを飲むよりお茶を飲む方がよい。)
b. Temeegeer yavsnaas morvoor vavsan ni deer. 







(47) Salxivchaa xaasan nI deer. 









(48) a. A: Gert suusan II deer uu. 
移動式家屋一[与位 i主む一[完 [3所] よりよし、[疑]




B: Gert suusnaas bavshind suusan ni deer 
住む[完]-[奪] 住む一[完]
(移動式家屋に住むより固定式家屋に住んだ方がいいです。)
b. A: Barilgachin bolson II deer uu. jujigchin 
建築家 なる[完 [3所] よりよい[疑]俳優
bolson ni deer uu? 
(建築家になる方がいいですか、俳優になる方がいいですか。)









のボールは左のボールよりも大きし'J と言明できるのである O こうした物の比
較と同様の過程を行為や状態のような抽象度の高い事態にも適用することがで












(49) Spatio-Temporal Anteriority Relation 
Mental Region Physical Region 
VP 
日目 一一一一一一一一一一一一一一『一一ー一ー令
Horizontal Plane RT， ST
食VPは「視点jを表す。
3. 1. 4.慣用的表現
< -san1) はいくつかの慣用的表現に登場する O
(50) a. Bi usee xaraar buduulax gesen yum 
私[主]髪一[再] 黒いー[具]染める一[使]一[非過] 言う[完][指]
(夜、は髪を黒く染めてもらうところです。)
































(52) Temporal Anteriority Relation 
Mental Region Physical Region 
ET1 Time RT.訂 町I
*町はET1の投影されたもの。
(53) a. Gadaa tenger tselmeg chi gesen xuyten bayna 
外 天気晴れた[強助]言う一[完] 寒い あるー [現]
(外は天気がよいけれど、寒い。)
b. Gadaa tenger tselmeg bolovch xuyten bayna. 
だけれども
(54) a. Ene gutal ix unetey chi gesen sayxan gutal. 
このブーツとても 高価な よい
(このブーツはとても値段が高いですが、よい靴です。)
b. Ene gutal ix unetey bolovch sayxan gutal. 
強意の助調 (chi) と完了形 (ges巴n)の組み合わせは、逆接の接続詞として
機能する O この結合体は、意味的に (bolovch) と対応する。
逆接の (gesen)は、 (51)の (gesen)よりも時間的な意味合いは希薄であるO
但し、対応形 (bolovch) が、元々、 (bolox) に譲歩の接尾辞(-ch) が付加
してできたのと同様に、 (chigesen) にも譲歩的な合意が存在しているように
思われるO これは、第 3. 1. 1節で採り上げた「仮定、譲歩」の(-san4) 
を想起させる。ただ、「仮定、譲歩」では、主節の事態は未来時に位置づけら
れたが、 (53)、(54)では、後半節の事態は現在時に位置づけられる。







(5) Spatio-Temporal Anteriority Relation 
「一一一 MentalRegion -一一一-， Physical Region 
I 81 I I 82 I 
」一一.....J Horizontal Plane L一一」
8T1 Ti皿 8T2 RT，ST 
複合語に参加する構成要素に(-san4>の現れる場合がある O






c.oyr dashlan suusan ger 
近くに 隣接するー [連]ある一[完] 家
(隣接家屋)























(57) Spatio-Temporal Anteriority Relation 
Mental Region -一一一一寸
日」日山山
--.l一一一一 ! i 








(58) a. Ongotsniy buudal xotoos xol bolovch bid 





b. Ter yavaad udsanguy tsaas xarandaa barij 





























(60) a. End manav orniy soyoliyn xogjliyg 
ここに 私たち一[属]国[属]文化[属)発展[対]
xaruulsan xeseg biy 
見る一[使]-[完] 音1¥門ある
(ここには我が国の丈化の発展をみせたコーナーがあります。)
b. Tend manav orlllV uyldver， xodoo aj axuy. soyol. urlag， 
そこに 工業 農牧業 丈化 芸術
gadaad xariltsaaniy xogjliyg xaruulsan 。lon
外国の 関係一[属] 発展一[対] 見る[使]-[完] たくさんの
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(62) 心的先行性(MentalAnteriority Relation) 
ー一一一時間的先行性
仮定、譲歩 比較構文









































































ヲ| :引用形 再 再帰所有形 2所 2人称所有形
受 :受け身形 3所 3人称所有形 2命 2人称命令形
過 :過去形 イ史 :使役形 否 :否定形
観j :勧告形 指 .指定辞 分 :分離副動詞形
原E :願望形 時 :時点副動詞形 未完:未完了形
だY土~ :完了形 習 :習慣形 連 :連結副動詞形
疑 :疑問形 J王 :主格形
強助.強意助詞 主題:主題辞
ノ廿、コ .共同裕形 条 :条件副動詞形
具 .具格形 相 :相互形
グ :グループ*手 属 :属格形
継 :継続副動詞形 士ナ :対格形
現 :現在形 奪 :奪格形
[注]
1 ) san4) は母音調和の原買IJに従って(-san， -sen， -son， -son)の4つの交替
形をもっO 尚、接尾辞の右肩に付いている数字は、母音調和lによる交替形の数を表す。
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